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し
て
お
り
ま
す
が
、
就
任
し
た
以
上

身
を
挺
し
て
そ
の
職
務
に
全
力
で
取

組
む
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
る
昨
今
、

議
会
の
活
性
化
を
一
層
推
進
し
執
行

機
関
と
対
等
に
議
論
を
戦
わ
せ
る
中

で
、
住
民
尊
重
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
に
は
、
な
に
よ
り
議
員
自

身
の
政
策
調
査
・
研
究
活
動
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

効
率
的
な
行
政
運
営
や
、ム
ダ
の
な

い
財
政
運
用
へ
の
問
題
提
起
や
、施
策

の
提
案
が
出
来
る
様
な
議
会
活
動
を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

改
選
後
、
初
の
臨
時
会
が
、
五
月
九
日
開
催
さ
れ
、
議
会
構

成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
下
平
豊
久
氏
、
副
議
長
に
松
村

正
三
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
産
建
委
員
長
に
下

平
喜
隆
氏
、
社
会
文
教
委
員
長
に
唐
澤
啓
六
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

第
二
回
臨
時
会

　

改
選
後
の
初
議
会
に
於
い
て
、
不

肖
私
が
議
長
の
要
職
に
就
く
事
と
成

り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ

ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　

浅
学
非
才
の
私
が
そ
の
器
で
な
い

こ
と
は
自
分
か
一
番
良
く
承
知
い
た

　

議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

会
運
営
委
員
会
の
意
見
を
尊
重
し
な

が
ら
、
不
偏
不
当
・
公
正
無
私
を
旨

と
し
、
言
論
の
府
と
し
て
村
議
会
が

円
満
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
よ
う
執
行
機
関
と
議
会

が
一
体
と
な
っ
て
、
豊
丘
村
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
、
村

民
の
付
託
に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

強
い
日
ざ
し
に
、
木
々
の
若
葉
も

そ
の
色
濃
さ
を
増
し
、
季
節
も
春
に

終
わ
り
を
告
げ
、
夏
へ
と
移
ろ
う
と

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
村
民
の
皆

様
方
に
は
益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
の
豊
丘
村
議
会
議
員
選

挙
に
よ
り
選
ば
れ
ま
し
た
十
四
名
の

議
員
、
五
月
九
日
の
臨
時
議
会
を
経

て
、
気
持
新
た
に
議
会
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

私
も
、臨
時
議
会
に
於
い
て
、副
議

長
と
し
て
選
出
さ
れ
、そ
の
責
任
の

重
さ
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
、議

会
の
発
展
、村
政
の
発
展
の
た
め
に

尽
く
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
選
ば
れ
た
議
会
と
し
て
、

村
民
の
皆
様
の
期
待
や
注
目
は
大
き

な
も
の
が
あ
り
、
我
々
の
責
任
は
大

変
重
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
議
長
の
補
佐
役
で
あ
る
と

と
も
に
、
ま
と
め
役
と
し
て
そ
の
権

限
範
囲
に
於
い
て
、精
一
杯
つ
と
め
、

片
寄
り
の
な
い
、
公
平
公
正
な
活
力

あ
る
議
会
運
営
の
た
め
、
そ
し
て
、

開
か
れ
た
議
会
と
し
て
の
運
営
の
た

め
に
微
力
を
注
げ
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
村

民
の
皆
様
の
御
指
導
、
お
力
添
え
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

住
民
尊
重
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て　

　

議　

長　

下

平

豊

久

　

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

開
か
れ
た
、活
力
あ
る
議
会
に

　

副
議
長　

松

村

正

三
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村
の
将
来
を
見
据
え
て

　

総
務
産
建
委
員
長　

下

平

喜

隆

　

こ
の
度
、
総
務
産
業
委
員
長
と
し

て
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
事
に

な
り
ま
し
た
。
今
日
の
社
会
情
勢
の

中
で
、
当
委
員
会
の
か
か
え
る
問
題

は
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
国
は
道
州
制
の
導
入
を
は
じ

め
地
方
の
財
政
の
寄
り
所
で
あ
る
地

方
交
付
税
を
着
々
と
減
少
さ
せ
て
来

て
い
ま
す
。
当
村
と
し
て
の
市
町
村

合
併
も
今
後
の
課
題
で
す
。

　

私
達
の
豊
丘
村
を
よ
り
住
み
や
す

く
元
気
な
村
と
し
て
、
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
問
題
点
を

明
確
に
し
、
具
体
的
解
決
策
を
理
事

者
に
提
案
し
て
行
く
、
積
極
的
な
委

員
会
活
動
を
委
員
の
皆
様
と
共
に
力

を
合
わ
せ
て
行
う
所
存
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。総務産建委員会

社会文教 
委 員 会 
社会文教 
委 員 会 
社会文教 
委 員 会 

　

前
期
に
引
き
続
い
て
社
会
文
教
委

員
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
み
な
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
確
立
、

新
し
い
医
療
保
険
制
度
（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
）
の
発
足
や
医
療
病
床

の
大
幅
削
減
等
、
医
療
制
度
や
介
護

保
険
制
度
の
課
題
、
そ
し
て
、
少
子

化
が
叫
ば
れ
る
中
で
産
科
医
問
題
を

含
め
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
子
育
て
支
援
対
策
も
緊
急

の
課
題
で
す
。

　

「
い
じ
め
」
な
ど
切
実
な
問
題
も

当
村
と
て
例
外
で
は
な
く
、
施
設
整

備
と
合
わ
せ
て
、
行
き
届
い
た
教
育

を
ど
う
構
築
し
て
い
く
の
か
。

　

委
員
会
中
心
の
議
会
活
動
を
目
指

し
て
い
る
当
村
議
会
と
し
て
、
期
待

に
応
え
ら
れ
る
責
務
を
果
た
し
て
い

く
決
意
で
す
。

社会文教委員会

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
を
め
ざ
し
て　

　

社
会
文
教
委
員
長　

唐

澤

啓

六
　

五
月
臨
時
議
会
に
お
い
て
豊
丘
村

議
会
委
員
会
条
例
第
二
条
及
び
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
常
任
委

員
の
指
名
及
び
同
条
例
第
六
条
の
規

定
に
よ
る
委
員
長
並
び
に
副
委
員
長

の
互
選
を
行
い
、
次
の
者
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

総
務
産
建
委
員
会

　

委
員
長　

下
平　

喜
隆

　

副
委
員
長　

川
野　

孝
子

　

委　

員　

片
桐　

義
憲

　
　
　
　
　

菅
沼　
　

敏

　
　
　
　
　

片
桐　

秀
人

　
　
　
　
　

前
沢　

光
昭

　
　
　
　
　

下
平　

豊
久

社
会
文
教
委
員
会

　

委
員
長　

唐
澤　

啓
六

　

副
委
員
長　

丸
岡　
　

茂

　

委　

員　

壬
生　

章
男

　
　
　
　
　

原　
　

健
治

　
　
　
　
　

東
垣
外　

厚

　
　
　
　
　

片
桐
眞
理
子

　
　
　
　
　

松
村　

正
三

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

片
桐　

秀
人

　

副
委
員
長　

菅
沼　
　

敏

　

委　

員　

壬
生　

章
男

　
　
　
　
　

東
垣
外　

厚

　
　
　
　
　

松
村　

正
三
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●
風
か
お
る
五
月
、
緑
が
目
に
ま
ぶ

し
い
中
、
表
紙
の
写
真
に
も
あ
る
よ

う
に
藤
の
花
が
今
、
ま
っ
盛
り
で
す
。

自
然
の
お
り
な
す
風
景
に
心
が
な
ご

み
ま
す
。

●
四
月
二
十
二
日
投
票
日
の
統
一
地

方
選
挙
で
十
四
名
の
議
員
が
新
た
に

誕
生
し
ま
し
た
。
地
方
自
治
を
取
り

ま
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
責
任
の
重
さ
を
し
っ
か
り
と

受
け
と
め
、
活
力
あ
る
村
づ
く
り
の

た
め
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

●
編
集
委
員
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
、
親
し
ま

れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
め
ざ
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

編
集
委
員
長　

片
桐
眞
理
子

　

副
委
員
長　

片
桐　

義
憲

　

委　
　

員　

前
沢　

光
昭

　
　
　
　
　
　

原　
　

健
治

　
　
　
　
　
　

下
平　

豊
久

　
　
　
　
　
　

松
村　

正
三

各
種
委
員
会
・
協
議
会
委
員
等
の
構
成

南
信
州
広
域
連
合
議
会
議
員

下
平　

豊
久

松
村　

正
三

議
会
選
出
監
査
委
員

川
野　

孝
子

消
防
委
員
会
委
員

下
平　

喜
隆

川
野　

孝
子

片
桐　

義
憲

菅
沼　
　

敏

行
政
改
革
推
進
懇
談
会
委
員

下
平　

喜
隆

川
野　

孝
子

松
村　

正
三

環
境
保
全
対
策
委
員
会
委
員

下
平　

喜
隆

川
野　

孝
子

工
場
誘
致
委
員
会
委
員

下
平　

豊
久

松
村　

正
三

下
平　

喜
隆

川
野　

孝
子

消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
審
査
委
員

下
平　

喜
隆

川
野　

孝
子

片
桐　

義
憲

菅
沼　
　

敏

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

唐
澤　

啓
六

丸
岡　
　

茂

原　
　

健
治

壬
生　

章
男

有
線
施
設
運
営
審
議
会

下
平　

豊
久

農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議

会
委
員

下
平　

豊
久

松
村　

正
三

下
平　

喜
隆

川
野　

孝
子

水
田
農
業
推
進
協
議
会

下
平　

豊
久

松
村　

正
三

下
平　

喜
隆

川
野　

孝
子

天
竜
川
架
橋
建
設
期
成
同
盟
会

委
員下

平　

豊
久

松
村　

正
三

下
平　

喜
隆

川
野　

孝
子

社
会
福
祉
協
議
会
評

議
会下

平　

豊
久

唐
澤　

啓
六

営
農
セ
ン
タ
ー
理
事

下
平　

喜
隆

土
地
開
発
公
社
理
事

下
平　

豊
久

松
村　

正
三

下
平　

喜
隆

唐
澤　

啓
六

結
婚
相
談
員
会
員

壬
生　

章
男

元
気
農
業
審
査
会

下
平　

喜
隆

川
野　

孝
子

平成19年５月

南小学校３年生の役場たんけん隊

遊
休
農
地
対
策
委
員
会

下
平　

喜
隆

川
野　

孝
子


